
令和３年８月２６日 
 

各団体の代表者様 
 
 

岐阜県新型コロナウイルス感染症対策本部長 
 
 

緊急事態措置区域の指定に伴う各種取組みの徹底について 
 

平素から本県の感染症対策の推進にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 
本日、政府対策本部において、８月２７日～９月１２日の間、本県が緊急事

態措置を実施すべき区域に指定されたことを受け、岐阜県新型コロナウイルス
感染症第３０回対策協議会・第４２回対策本部本部員会議において、別添「緊
急事態措置区域の指定を受けて」を決定いたしました。 
ついては、政府が示す新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針に基

づき、別添のとおり、県民・事業者の皆様に対し、不要不急の外出の自粛や店
舗の休業・時短営業などの各種取組みへの協力を要請いたします。 
貴組合におかれましては、所属事業者の皆様等への周知及び適切な措置の実

施について、ご協力賜りますようお願いいたします。  
※ 詳細につきましては、岐阜県公式ホームページにて案内します。 

【県公式ＨＰ】https://www.pref.gifu.lg.jp/     
＜添付資料＞ 
・緊急事態措置区域の指定を受けて 
・まん延防止等重点措置からの主な変更点 
・岐阜県コロナ感染予防ガイド 
 

https://www.pref.gifu.lg.jp/site/covid19/117075.html
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本県は８月２０日以降、「まん延防止等重点措置区域」に適用され、１５市町で

飲食店等に対する営業時間短縮などの対策を講じているところです。 

こうした中、現在の感染状況、これに伴う医療のひっ迫状況から、８月２７日

から９月１２日の間、全市町村を対象とした「緊急事態措置区域」に適用される

ことが決定されました。 

これにより、以下のとおり、対策を一段と強化してまいります。 

（文中の下線部分は、まん延防止等重点措置からの変更点になります。） 

１ 県民の皆様へ 

・ 日中も含めた不要不急の外出・移動の自粛を要請します。【法第45条第1項】 

・ 特に、混雑した場所等への外出を半減するようお願いします。 

・ ２０時以降の不要不急の外出は避けてください。 

・ 外出する必要がある場合、同居家族以外と一緒の行動は控え、混雑してい

る場所、時間を避けて行動してください。 

・ 感染対策が徹底されていない飲食店等や要請に応じていない飲食店等の

利用を控えてください。 

・ 不要不急の帰省や旅行など都道府県間の移動は、極力控えてください。 

・ 路上、公園等における集団での飲酒など、感染リスクが高い行動の自粛 

を要請します。【法第45条第1項】  

緊急事態措置区域の指定を受けて 

令和３年８月２５日決定 
岐阜県新型コロナウイルス感染症対策本部 

実施期間：令和３年８月２７日から９月１２日まで 
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２ 事業者の皆様へ 

・ 業種別ガイドラインの遵守を要請します。【法第24条第9項】 

・ 在宅勤務（テレワーク）の活用や休暇取得の促進等により、出勤者数の 

７割削減を目指すとともに、職場に出勤する場合でも、時差出勤、自転車 

通勤等の人との接触を低減する取組みを進めてください。 

・ 事業の継続に必要な場合を除き、２０時以降の勤務を抑制してください。 

・ 人数管理、人数制限、誘導等の「入場者の整理等」「入場者に対するマス 

クの着用の周知」、「感染防止措置を実施しない者の入場の禁止」「会話等の 

飛沫による感染の防止に効果のある措置（飛沫を遮ることができる板等の 

設置又は利用者の適切な距離の確保等）」等、特措法施行令第12条に規定さ 

れる各措置を要請します。【法第45条第2項等】 

・ イルミネーション等、屋外照明（防犯対策上、必要なもの等を除く）の 

夜間消灯等の協力をお願いします。 

＜飲食店等に対する休業等の要請＞ 

・ 飲食店等に対し、休業又は営業時間の短縮等を要請します。【法第 45 条第 2 項】 

対象業種 

飲 食 店：飲食店（居酒屋を含む。）、喫茶店等 

※宅配、テイクアウトサービスを除く。結婚式場は飲食店と同様の扱い。 

遊興施設等：バー等で、食品衛生法の飲食店営業許可を受けている店舗 

※ネットカフェ・マンガ喫茶等、夜間の長期滞在を目的とした利用が相当程度見込まれる施設を除く。 

飲食業の許可を受けていないカラオケ店舗 

対象エリア 県内全域 

対象期間 ８月２７日（金）から９月１２日（日）まで 

要請内容 

・酒類又はカラオケ設備を提供する飲食店等に対し休業要請 

※飲食業の許可を受けていないカラオケ店及び利用者による酒類の持ち込み 

を認めている飲食店を含む 

・上記以外の飲食店に対し、５時から２０時までの時短要請 

※酒類及びカラオケ設備の提供を行わないこととする飲食店等を含む 

協 力 金 

・全期間要請に応じた場合のみ協力金を支給。 

中小企業：４万円※～１０万円（１店舗１日あたり） 

     ※下限額３万円から４万円に引き上げ 

大 企 業：１日あたりの売上高の減少額×０．４（１店舗１日あたり） 

※上限２０万円。中小企業も選択可。 

・飲食業の許可を受けていないカラオケ店：１日２万円。 

過料 最大30万円（20万円から引き上げ） 

※ 結婚式場は、できるだけ短時間(例えば1.5時間以内)、なるべく少人数

(参加人数50人又は収容定員の50％のいずれか小さい方)で開催してくだ

さい。 
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＜大規模施設に対する営業時間短縮等の要請＞ 

・ 県内全域の大規模な集客施設（生活必需物資・サービスの提供施設を除く）

に対し、営業時間の短縮等を要請します。【法第24条第9項】 
大規模施設の種類 施設例 要請等内容 

劇場等 
劇場、観覧場、演芸場、映画館、 

プラネタリウム 等 
・1,000㎡を超える施設につい 

て、20時までの営業時間短縮 

(映画館は21時まで) 

(イベントの場合は21時まで) 

【法第24条第9項】 

 

※1,000 ㎡以下の施設については

上記時短の働きかけ 

 

・施設内外に混雑が生じることが

ないよう入場整理の徹底 

 

・入場整理を徹底する旨を、ホー

ムページ等を通じて周知 

 

・酒類（利用者による持ち込みを

含む）及びカラオケ設備の提供を

行わないことの働きかけ 

 

・業種別ガイドラインの遵守徹底 

【法第24条第9項】 

集会場等 
集会場、公会堂、展示場、貸会議室、

文化会館、多目的ホール 等 

ホテル等 

（集会の用に供する部分に限る） 
ホテル、旅館 

運動施設及び遊技場 

体育館、水泳場、陸上競技場、 

野球場、ゴルフ場、テニス場、 

バッティング練習場、柔剣道場、弓

道場、ボウリング場、 

スポーツクラブ、ヨガスタジオ 、テ

ーマパーク、遊園地 等 

博物館等 
博物館、美術館、科学館、記念館、

水族館、動物園、植物園 等 

遊技場 
マージャン店、パチンコ店、 

ゲームセンター 等 

遊興施設 

個室ビデオ店、個室付浴場業に係る

公衆浴場、射的場、勝馬投票券販売

所、場外車券売場 等 

物品販売業を営む店舗 

（生活必需物資を除く） 

大規模小売店、ショッピングセンタ

ー、百貨店 等 

サービス業を営む店舗 

（生活必需サービスを除く） 

スーパー銭湯、ネイルサロン、 

エステティック業、リラクゼーショ

ン業 等 

※ 要請に応じて営業時間の短縮を実施した大規模施設の運営事業者及び 

当該大規模施設内のテナント事業者等に対して協力金を支給します。 

・ 大規模商業施設の管理者等に対し「入場者の整理等」を要請します。 

【法第45条第2項】 

・ 百貨店の地下の食品売り場等について、施設管理者等に対し「入場者の 

整理等」を要請します。【法第24条第9項】 

 

※ 入場者の整理等とは、「入場者が密集しないよう整理・誘導する等の措置」

と「施設の入場者の人数管理・人数制限等の措置」の双方を含むものです。 

 

・ 「ぎふコロナガード」（感染対策を監視し、健康状態を確認する責任者） 

を指定し役割を明確化するとともに、感染予防策の全従業員への教育と現場 

点検、従業員の休憩スペースでの飲食等の感染対策の徹底をお願いします。  
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３ 公有施設の休館等 

・ 人流抑制のため、県内全域において、県有施設の原則休館または新規予約 

の停止を実施。既に予約されている分については、中止等を要請することと 

し、利用される場合に当たっては、感染防止対策を徹底するよう要請。 

 市町村に対しても、地域の実情に応じ、同様の取組みを要請。 

 
 
４ イベント等の取扱い 

・ 県、指定管理者主催の緊急事態措置期間中のイベント及び講座については、 

原則中止・延期または無観客で開催。 

市町村に対しても、同様の取組みを要請。 

・ 民間のイベント等の催事について、主催者の方に対し以下の「収容率」 

「人数上限」のいずれか小さい方を限度とし、開催いただくよう要請します。 

【法第24条第9項】 

 収 容 率：５０％以内（※） 

 人数上限：５，０００人 

 開催時間：２１時まで 

※ 現在のまん延防止等重点措置区域では、大声での歓声、声援がある

場合のみ、５０％以内 



 

 
緊急事態措置区域への指定に伴う取組みについて 
（まん延防止等重点措置からの主な変更点） 

 
 

１ 事業者への要請 

・出勤者数の７割削減を目指す 

・時差出勤、自転車通勤などの取組みの推進 

・20 時以降の勤務の抑制 

   ・イルミネーション等屋外照明（防犯対策上、必要なもの等
を除く）の夜間消灯等の協力を依頼 

 

＜飲食店等への時短等要請等＞ 

  ・対象は県内 15 市町から県内全域へ拡大  

・酒類又はカラオケ設備を提供する飲食店等への休業要請 

 ※酒類・カラオケ設備の提供を取りやめる場合を除く 

※飲食業の許可を受けていないカラオケ店を対象に含む 

・協力金は下限額３万円から４万円に引き上げ 

  ・過料は最大 20 万円から最大 30 万円へ引き上げ 

  ・結婚式場はできるだけ短時間(例えば１．５時間以内)、  
なるべく少人数（参加人数 50 人又は収容定員の 50％のい
ずれか小さいほう）で開催するよう働きかけ 

 

＜大規模施設への時短要請等＞ 

  ・対象は 15 市町から県内全域へ拡大 

  ・「ぎふコロナガード」（感染対策を監視し、健康状態を確認
する責任者）を指定し役割を明確化 

・感染予防策の全従業員への教育と現場点検 

・従業員の休憩スペースでの飲食等の感染対策の徹底 

 

 



 
   

 

２ 公有施設・イベントの見直し 

  ・県有施設の原則休館又は新規予約の停止を県内全域へ拡大、
市町村に対しても同様の取組みを要請 

・民間イベントの収容率については状況により収容率 100％
以内又は 50％以内としていたが、これを収容率一律 50％
以内に変更 



2021.8

岐阜県
村上 啓雄

岐阜県

＜監修＞

＜制作＞

県民相談窓口

県健康相談窓口

新型コロナウイルス感染症に
関する岐阜県の相談窓口

Tel. ０５８（２７２）８１９８
<受付時間>８時３０分～17時１５分
Tel. ０５８（２７２）８８６０
<受付時間>２４時間（毎日）

いのち

（ぎふ綜合健診センター所長／岐阜大学医学部附属地域医療医学センター特任教授）
（岐阜県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議委員）



がんばろう岐阜
STOP新型コロナ！

● 咳、くしゃみ、会話、などで飛び交う
ウイルスを含んだ飛沫が２ｍ以内の距離で直接、
目・鼻・口に付着する。（飛沫感染）

● 屋内外にかかわらず、人が集まる密な場所で、
運動・叫ぶ・歌うなどで発生して長時間空気中に
浮かんでいるエアロゾルを吸い込む（エアロゾル感染）

● 人と直接触れたり、汚れたものを触ったりして、
ウイルスがついた自分の指で目・鼻・口を触る（接触感染）

● マスクをせずに
人と２ｍ以内に
近づいたり、会話をする

● 同居していない人と
大勢で話しながら、長時間食事をする

● 換気が悪いところ（密閉）、人が集まるところ（密集）、
人と人が近いところ（密接）の
いずれか１つ以上あるところ（屋内、屋外とも）

● 口・鼻はウイルスの侵入口
マスクで守ろう

（マスクで口・鼻をロックダウンしてウイルスをブロック）
● 手指衛生は命を守る
（石鹸と水、アルコールどちらも効果あり）

● 食事は静かに食べ（黙食）、
食事中でも会話するときはその都度マスク着用

● 室内の空気を定期的に入れ替えよう
（１時間に２回以上、１回５分以上）

● お互い感染対策ができていなかったら、
教えてあげよう（マスク、手指衛生など）

● 体調が悪いと思ったら、
必ず休んで、自宅で静養・早めに受診しよう
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